





































　異なり語数は，BCCWJは 306，新聞調査は 127 であった。これらのうち重なった語を除いた全体




































安全性 56 収益性 9
信頼性 42 効率性 7
蓋然性 36 匿名性 7
利便性 35 透明性 7
生産性 26 有用性 7
流動性 19 機密性 6



















































語 高 強 大
実数 割合 実数 割合 実数 割合 合計実数
緊急性  17 94.4 1 5.6  18
活性  16 94.1 1 5.9  17
専門性  15 93.8 1 6.3  16
公共性  23 92.0 2 8.0  25
必要性 122 90.4 9 6.7 4  3.0 135
親和性  10 90.9 1 9.1  11
剛性   9 90.0 1 10.0  10
重要性  34 89.5 4 10.5  38
表 3-2　「強」が使われやすい語
語
高 強 大 合計
実数
語数
実数 割合 実数 割合 実数 割合
毒性  5 11.1 39 88.6 44
10以上
感受性 14 28.6 35 71.4 49
独立性  4 40.0  6 60.0 10
ギャンブル性  2 33.3  4 66.7  6
6以下
関連性  2 40.0  3 60.0  5
類似性  2 33.3  3 50.0 1 16.7  6
表 3-1　「強」だけが使われた語
10 例以上 5～9例
語 実数 語 実数
個性 39 陰性5 7


































－方向 1 9 20 30
＋方向 4  4  8

































－方向 3 17 20
＋方向  7  7



























　まず，「強」であるが，例 35 は，文法の固定的な表現であろう。例 36 は独立性の強さが駆け引き
のし烈さにつながること，例 37 は独立性が強いことと同時に厳しい目標が求められること，例 38 は
独立性の強さが「タテ割り型の組織」につながるがそれは良い評価ではないことに読み取れる。一方，
「高」であるが，例 39 は，専門的な固定的な表現かもしれないが，「悪い選択ではない」というプラ



































語もあった。それを表 4-1 と表 4-2 に示した。
　実数の多い「危険性」についてであるが，3-1-1.で見たように「安全性」は「高」100％であったが，
その対義語「危険性」は，約 80％が「高」で，「強」が約 4％，「大」が約 13％であった。「危険」は
意味的にマイナスで，その点では 3-2-4. で述べたように「強」が使われるとも考えられるが，「危険
性が高」は例 43 のように程度の大きさを示す例とともに，例 44 のように危険なことが起きる「確率
の高さ」を表すために，「高」の割合が高いのではないか。
─（44）─








して「空間的占有量が大きい」ことを述べている。表 4-1，表 4-2 に示した語は，ある基準面から上
方向への差の大きさに着目した場合は「高」が，全体の中の空間的占有量に着目した場合は「広」が
使われると思われる。







表 4-1　用例数 10 以上の語
表 4-2　用例数 9 以下の語
語 高 強 大
実数 割合 実数 割合 実数 割合 合計実数
信憑性 12 85.7  2 14.3  14
依存性 10 83.3  1  8.3  1  8.3  12
危険性 188 82.5 10  4.4 30 13.2 228
確実性 23 79.3  6 20.7  29
反応性  6 60.0  3 30.0  1 10.0  10
語 高 強 大
実数 割合 実数 割合 実数 割合 合計実数
耐久性 8 88.9 1 11.1 9
妥当性 4 80.0 1 20.0 5
実現性 4 80.0 1 20.0 5
実用性 4 80.0 1 20.0 5
安定性 5 71.4 1 14.3 1 14.3 7
─（45）─
　つまり，接尾辞「性」は，さまざまな語と結びついて，その性質を表す新しい派生語を作り，文と
して使いやすい。用例数は少ないが「ファッション性」「ゲーム性」など，新しい派生語が散見される。
新しい語は上方向にプラスであることを示せる場合には「高」が使われやすい傾向にある（嶺田
2015）。また，「高」は，これまで見てきたところ，その意味特徴が「強」「大」よりも薄いように感
じられる。その結果，そのものの性質の著しさを示す場合に結合しやすいと言える。これらが背景と
なって「高」が多用されるのではないか。
　今後は，どのような語が「強」を述語とするかについて調査し，「高」と比較したい。
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